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【はじめに】 

3 次元光回路は、2次元と比較してより高密

度・高機能性が期待される。我々はこれまで

に 2×2のポリマー3次元光スイッチの作製を

行ってきた[1]。そこで、さらに多ポート化を

図るべく、積層構造の検討[2]を踏まえ、4×4

素子を作製したので報告する。 

【提案素子】 

作製した素子は、図 1に示すようにはマッハ

ツェンダー型光スイッチと方向性結合器、中央

にMMIを組み合わせ、2×2 光スイッチを２層

構造で 4×4 とした素子であり、入力光はどの

ポートからでも出力できるよう設計されてい

る。図２に特性の解析結果を示す。3mW の低

消費電力、-40dBの低クロストーク、偏光無依

存動作が期待される。 

【測定結果】 

測定結果を図 3に示す。ポリマーとして、コ

アは SU-8、クラッドは PMGI を用いた。クロ

ストークは波長 1550nm で OFF 状態のときに

TE/TMモードでそれぞれ-5.4dB/-5.9dB、ON状

態のとき-14.0dB/-13.7dB、またスイッチング電

力は 16mWであった。 
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図 1 ２層構造 4×4光スイッチの素子構造 

 

図 2 光スイッチ特性の解析結果 

 

  図 3 光スイッチ特性の測定結果 
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